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電子情報通信学会
情報通信エンジニアリング部門

- 紹介資料 -
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コンテンツ
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• 組織設立の背景・趣旨

• 活動のご紹介

• 個別テーマ、今後のロードマップ

• 組織構成

• 特別会員のご案内
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電子情報通信学会について
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• 電子・情報・通信・エレクトロニクス分野を担う
日本最大の国際学会

• 国内外の教育・研究機関、企業に所属する研
究者・技術者約23,000名を擁する

• 1911年当時の逓信省電気試験所の研究会を源
流とし、1917年5月1日に電信電話学会が創立
されたことに始まる

• 2017年に創立100周年を迎えた
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社会インフラを支える通信設備
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とう道 総長651km ※１

5G基地局 
26万局※２

電柱
1,181万本※１

マンホール 約70万個※１

※1: NTT東西の設置数（2023年度末）※2. NTTドコモ・KDDI・ソフトバンク・楽天モバイルの設置数（2023年度末）

全国の光ファイバ整備率※3

99.84 %

(2023年3月末時点)

全国の5G人口カバー率※3

98.1 %

(2024年3月末時点)

※3. 令和7年情報通信白書

ケーブル
239万km※１

(参考) 地球 約60周分
※地球1周＝約4万km

(参考) 大人で7～8歩毎に1本
※日本の国土38万㎢⇒32㎡あたりに1本
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情報通信エンジニアリング
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とう道（全国 ６５１km※1）エンジニアリング
通信を提供し、社会インフラを構築

開発 設計 構築 運用
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情報通信エンジニアリング部門について

• 情報通信インフラは人々に多大な恩恵をもたらす社会基盤・システムとなり、通信障害の社会影響も拡大
• 情報通信インフラの総合的な運営（設計、工事、運用、維持管理）は学会の使命
• 情報通信エンジニアリング分野の健全な発展への寄与、社会への正確な情報発信の機能が学会に必要

• このような課題認識のもと、

2025年、電子情報通信学会内に「情報通信エンジニアリング部門」を設立
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本会は、電子工学および情報通信に関する学問、技
術の調査、研究および知識の交換を行い、学問、技術
の進歩および成果の普及を図り、もって学術の発展と
社会に広範な公益をもたらす通信インフラの発展に寄
与することを目的とする。

(学会定款より引用)

電子情報通信学会

基礎・境界
ソサイエティ

(ESS)

通信
ソサイエティ

(CS)

エレクトロニクス
ソサイエティ

(ES)

情報システム
ソサイエティ

(ISS)

ヒューマン
コミュニケーション

グループ
(HCG)

情報通信
エンジニアリング

部門

2025 新設
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部門発足にあたって
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取り組み内容の背景と課題
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気候変動
例：異常気象

環境変化

働き方改革
例：建設2024問題

災害への対応
カーボンニュートラル

DX
シェアリング

労働人口の減少
例：2020年→2050年で26.2%

減少
人材確保

課題

設備老朽化
例：八潮の道路陥没

現場安全
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生産年齢人口 [千人]（左軸） ダウンロードトラヒック [Gbps]（右軸）
[総務省ダッシュボード] および [総務省 我が国のインターネットにおけるトラヒックの集計・試算]の情報をもとに、グラフを作成

生産年齢人口は減少傾向

通信トラヒックは増加傾向

設備の老朽化によるインフラ影響
八潮の道路陥没
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個別テーマ
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以下の個別テーマについてチーム(協議会)を組成し検討を推進
(ご興味に応じ、詳細は別紙パンフレットを参照ください)

効率化

気候変動

人材確保

業界活性
災害への対応

カーボンニュートラル

DX
シェアリング

人材確保

課題

現場安全

4つのテーマを設定
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会員企業・委員
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部門長 森川 博之（東京大学）
副部門長 佐々木 秀則（KDDI）
副部門長 磯邉 直志（楽天モバイル）
幹 事 岡 宗一（NTT）
幹 事 須山 百合子（ソフトバンク）
委 員 大橋 弘美（古河電気工業）
委 員 島田 達也（NTT）
委 員 浅井 孝浩（ドコモ・テクノロジ）
委 員 成末 義哲（東京大学）
委 員 吉敷 由起子（構造計画研究所）
委 員 杦浦 維勝（総務省）
委 員 北神 裕（総務省）
委 員 松本 健一郎（NTT）
委 員 蓮沼 智幸（NTT）
委 員 中川 卓（NTT）
委 員 中村 元（KDDI総合研究所）
委 員 相馬 匡靖（KDDI）
委 員 織田 洋平（ソフトバンク）
委 員 門家 大（ソフトバンク）
委 員 川畑 達也（ソフトバンク）
委 員 鎌田 英彬（楽天モバイル）
委 員 大島 成哲（楽天モバイル）
委 員 奥村 梨奈（電子情報通信学会）

委員名簿
発足時会員企業(特別会員)

参画企業(特別会員)
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組織図
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活動組織 (FY26～)

社員総会

理事会

情報通信エンジニアリング
部門

エレクトロニクス
ソサエティ

情報・システム
ソサエティ ⋯

効率化協議会 気候変動協議会 人材確保協議会 業界活性協議会

通信ソサエティ

編集幹事
 (FY27～)企画広報幹事財務幹事

部門長 副部門長

総務幹事

技術幹事 
(FY27～)

部門会員
部門のメンバー（NTT・KDDI・ソフトバンク・楽天モバイル・通建会社など）
協議会での報告・学会発表・論文執筆
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2023 2024 2025 2026

これまでのあゆみ
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▼6月 情報通信エンジニアリング部門
正式に発足

▼9月 ソサイエティ大会講演(岡山大)

▼3月 総合大会 講演予定
(九産大)

▼5月 電子情報通信学会誌 特集号刊行

★11月
前身となる
「情報通信エンジニアリングWG」
第1回会合を開催

▼3月 総合大会講演(東京都市大)▼3月 総合大会講演(広島大)

▼6月 COMNEXT2024
登壇(ビッグサイト)

▼11月 森川部門長 Wedge(11月号)寄稿

▼9月 土木学会を訪問

②③

④

①

①
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活動①講演・登壇
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MNO4社のエンジニアリングに関する取り組みを、実業界・アカデミアに幅広く発信

2026年3月 総合大会(九州産業大学)2025年9月 ソサイエティ大会(岡山大学)

パネルディスカッションを開催

森川教授からの
ビデオメッセージ 業界課題をわかりやすく解説

効率化/DX化をテーマにMNO4社が登壇 MNO4社のAI/先端技術活用を紹介
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(参考) 発足以前の講演・登壇
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MNO4社のエンジニアリングに関する取り組みを、実業界・アカデミアに幅広く発信

←2024年 学会総合大会(広島大学)

↑2024年 COMNEXT(東京ビッグサイト)

2025年 学会総合大会(東京都市大学)→
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活動②寄稿
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エンジニアリング業界の現状と課題を、オピニオンリーダー層向けに発信

• Wedge 2025/11月号 に 森川部門長が寄稿
• 通信インフラ現場の人手不足について論述
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活動③執筆
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2025年5月 学会誌
特集 未来を創る情報通信エンジニアリング
 特集編集にあたって（森川 博之）
 災害時に見る通信インフラ復旧への取組み（森田 公剛、大島 成哲、波多江 孝光、須山 百合子）
 情報通信エンジニアリング分野における効率化，DX化の取組み（川西 圭景） 
 サスティナビリティに対応するエンジニアリング業界の取組み（須山 百合子）
 エンジニアリング分野における少子高齢化時代の人材確保の取組み（田邉 誠二） 
 技術継承におけるエンジニアリング領域の活性化への取組み（佐藤 進） 

学会誌へ論文を掲載し、情報通信エンジニアリング業界の課題を専門的にレポート
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活動④対話・意見交換
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他の学会との対話・意見交換を通した気付き (先行業界の貴重な知見を活用)

土木学会との意見交換
 土木学会からのご参加: 

池内会長、三輪専務理事、
久田教授(東北大インフラ・マネジメント研究センター長)

 総務省からのご参加:
杦浦 電気通信技術システム課長
北神 安全・信頼性対策課長

 情報通信エンジニアリング部門からの参加:
森川部門長、NTT、KDDI、SB、RMメンバー

項目 得られた知見 キーワード

技術的課題
• 更新投資が続く間は老朽化が顕在化しにくい
• 更新が止まると老朽化が一気に顕在化
• 地域格差の存在

「潮目が変わる」現
象、維持管理と更新
投資のバランス

社会的背景
• 建設業縮減で未完了工事が過去最高
• 「まち・ひと・しごと」＝地方創生と直結
• Society5.0 など新しい社会像にも対応が必要

社会的需要とリソー
ス制約のねじれ

事故からの
教訓

• 笹子トンネル事故（2012）：付属構造物（天井板）の崩落
• 八潮陥没（2025）：地下構造物のリスク認識、老朽インフ

ラが他を巻き込む

表層構造だけでなく
地下・周辺インフラ
の連鎖的劣化

事故と
社会的責任

• 笹子事故は付属構造物の崩落でも、土木全体が説明
責任を負う

社会からは「専門区
分」よりも包括的に
問われる

技術的接点 • 橋梁添架管路など、インフラ部材の共用化・共同メンテ
の余地あり

異分野協力による
効率化・新領域の
可能性
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特別会員
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https://www.ieice.org/jpn_r/division/ice/#membership

特別会員とは
一般社団法人電子情報通信学会の特別会員は、部門での活動に参加する
ために会費を納める法人/団体です。

本部門に参加することで、情報通信インフラに関する産学連携による共
同活動、専門人材とのネットワーク形成など、貴組織の取り組みに資す
る多くの機会が得られます。また、1口（年額10万円）につき3名まで準
員として登録可能です。

会費
【会 費】100,000円（税込）/1口
【入会金】基本年会費の20％に相当する額

ホームページはこちら

https://www.ieice.org/jpn_r/division/ice/#membership
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